
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

内浦公民館だより 

Artfull うちうら 

 

●開館時間 午前８時３０分～午後１０時 ●利用時間 午前９時～午後９時３０分 

※夜間利用が無い場合は午後５時で閉館いたします。 
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内浦公民館講座 

 

ぐる～っと！内浦  

第 3講 音海のお的射りと若狭の弓行事 

  

令和 6年 1月 20 日（土） 
 

内浦公民館会議室で【ぐる～っと！

内浦】を開催しました。講師は福井県立

若狭歴史博物館主任 川波久志さん。音

海のお的射りは毎年元旦に行われてい

る福井県指定無形民俗文化財です。川

波さんはプロジェクターを使って、お

的射りの準備段階から取材に行かれた

時の様子を詳しく説明してくださいま

した。参加者からは、『密着された写真

が多く内容が分かり易かった』という

声が聞かれました。内浦地区の歴史に

関心のある皆さん、次回 3 月 9 日開催

の【ぐる～っと！内浦】第 4 講にぜひ

ご参加ください。 

 スマホ教室④ 

令和 6年 1月 26 日（金） 
 

内浦公民館会議室で【スマホ教室④】

を開催しました。講師は副田宗義さん。

定期的に開催しているスマホ教室です 

が、回を重ねる毎にスマホを使いこな

す必要性を感じます。今回は福井県の

取り組みについて紹介していただきま

した。《ふくアプリ》です。このアプリ

をインストールして《福井県プレミア

ム付き商品券》応募の方法を教えてい

ただきました。福井県デジタル地域通

貨《ふくいはぴコイン》についても、教

えていただきましたよ。皆さんスマホ

講座で一緒に学びましょう(^^♪ 

 

 

 

 



 

  

  

  

 

  

 
 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 内浦中学校の生徒【内浦何でも屋さん】4名が 

 『元気あっぷ生き活き倶楽部』に参加の皆さんと交流しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

令和 6年 1月 30日（火） 

 内浦公民館 2 階多目的ホールで中学生が『元気あっぷ生き活き倶楽部』の体操に参加し

ました。『元気あっぷ生き活き倶楽部』では、ストレッチ体操・バランス力・筋力アップ体

操などを、無理なく楽しく行っています。初参加の中学生にも分かり易く説明していただ

きながらみんなで一緒に体操しました。手遊びでは、右左バラバラの動きをすることによ

って脳の活性化につながります。難しくてうまく出来ず思わず笑ってしまう場面もありま

した。体操終了後、【内浦何でも屋さん】の活動発表と今取り組んでいる＜獣害について＞

の意見交換を行いました。4 つのグループに分かれて、獣害で困っている事や対策につい

て聞き、青葉山についての課題も話し合いました。 

 

 

地域ニュース 

 

 

 

令和 6年 1月 27日（土） 
  

内浦公民館会議室で【パーソナル

カラコーディネート教室】を開催し

ました。講師は、福本いづみさん。

色の持つ効果と自分のベースとな

る色について教えて頂きました。自

己チェックの後で、一人一人実際に

布をあて、似合う色を診断していた

だきました。自分が好きな色が似合

う方もいれば、関心のなかった色が

実は似合う色だった方もおられま

した。アクセサリーを選んだり、楽

しみながら、コーディネートの参考

にできますね。 

 

 
 

 



 
 

 

 

 

今回は 城山真一 著 「 狙撃手の祈り 」です。 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
  

 

館長の《こーひーぶれいく》No.106 

東京都北区十条で楽器店を営む青井圭一。雑誌記者の妻・沙月とは取材がきっかけで知り

合った。圭一の友人であるミュージシャンの不倫スキャンダルを沙月がスクープしたこと

で、彼は仕事を失い、離婚し行方不明となった。圭一は沙月を責めたが、それが記者の仕事

だと反省するそぶりもなく、夫婦関係はぎくしゃくしていた。 

「明日から一週間取材に行くから、帰るまでに答えを出してほしい」とのメモと離婚届を置

いて連絡が取れなくなる。そして一週間後、電話口で「このまま家に帰ったら、許してくれ

る？」という言葉を残して沙月は消息を断ってしまう。 

ほぼ時を同じくして、亡くなった圭一の叔父の遺品の中から銃弾が発見される。叔父の友

康はこの楽器店の先代で、幼い頃に両親を事故で亡くした圭一の育ての親でもある。平穏な

人生を送っていた叔父と銃弾が結びつかず圭一は混乱する。 

 

圭一は沙月の残したノートにあった斉賀という刑事に相談する。斉賀の父は、28年前に起

こり、未解決のまま公訴時効を迎えた警察庁長官狙撃事件を追っていた刑事だった。その銃

弾が狙撃事件に使われたものと同じ型と思われた。沙月は七尾市で事故に遭い亡くなってし

まう。沙月はこの襲撃事件を追っていたのではないのか。圭一は斉賀の協力を得ながら、長

野・富山、七尾へと沙月の訪れた場所を辿っていく。 

父母の知人や沙月の取材した関係者の証言から、被疑者と思われる警察関係者や新興宗教

団体関係の人物が次々と現れ、消えるなかで、襲撃事件の真犯人は圭一の父・修ではなかっ

たのかとの思いに辿り着く。その事実を叔父の友康は知っていたのでは。父の修は生きてい

るのではないか。 

そして、28年前の襲撃事件は公訴時効を迎えていたが、海外への渡航期間による時効停止

を勘案すると、時効まで数か月あるのではないか。父は何のために事件を起こしたのか。 

 

1975年阪神淡路大震災。地下鉄サリン事件。警察庁長官狙撃事件等、不穏な時代背景の

なか、平穏な毎日を過ごしていくはずだった一人の青年が、思いもやらぬ事件の関係者であ

ったことを知ってしまうミステリー。息子を思うあまり罪を犯すことになってしまう家族の

物語。  

圭一が見つけた、父と叔父のバンド演奏のテープ〝Oasis の Live Forever〟〝永遠に

生きる〟 父から息子へ届けたかった思いだったのでしょう。 

 

 



    
 

 

  

月 日 曜日 講 座 内 容 

 

２ 

20 火 元気あっぷ生き活き倶楽部           ＜13:30~15:00＞ 

23 金・祝日 草木染め教室②                ＜13:00~15:00＞ 

25 日 からだを整える季節の雑穀料理         ＜13:30~15:00＞ 

27 火 らくらく運動教室               ＜13:30~15:00＞ 

３ 

3 日 ヨガ教室＜3回シリーズ＞ ①         ＜13:30~14:30＞ 

5 火 元気あっぷ生き活き倶楽部           ＜13:30~15:00＞ 

９ 土 
ぐる～っと！内浦                      

 第 4講   日引石と中世の石造物概説 

 

内浦公民館講座のお知らせ 

 

内浦公民館でフレイル予防(*^^*)  内浦公民館へ GO! 

 雪が降ったり天気が悪いと特に、外出の機会が減ってきますよね。 

そこで、内浦公民館で出来る事を考えました。本を読んだり、将棋 

囲碁・脳トレ等楽しみながら時間を過ごしてみませんか？ 

上記以外でも自由にお過ごしください。 

 

≪お試し期間≫ 

 2月と 3月の水曜日と金曜日 

 時間は 10時から 12時 
 

この時間帯はぐるりんバスの運行時間 

に対応しています。お気軽にお越しください。 

コミュニケーションの場にしましょう(^^♪ 

 

【内浦公民館をご利用の皆様へ】 
 

＊皆さんが気持ちよく使っていただけますようご協力お願いします。 
 

＜施設の利用前＞ 

 

「内浦公民館使用申請書」にご記入いただき 

ます。         （写真左） 

 

＜利用された後＞ 

 

「ご利用の皆様へ」をよくお読み下さい。 

必要項目をご記入いただきます。 

             （写真右）   

＜13:30~15:00＞ 

  
 


